登録C

ヘルパーとして基本的な知識・技術があり、登録ヘルパーとしてスムーズに支援が行えているポジション。

以下は、登録Cへ昇格する条件

1. 福祉の仕事が好きである。
2. 当法人の「企業文化」「価値基準」に馴染んでいる、もしくは馴染もうと努力している。
3. 利用者をお客様と認識し、敬意を持って支援できる。
4. 他者の助言・指導を「素直」に受け入れ「謙虚」な姿勢がある。
5. 同じ指摘を受けないように努力している。
6. 自らの行動が会社の「顔」であることを理解している。
7. 社会人としての常識があり、礼儀作法を知っている。
8. 身だしなみがサービス業としてきちんとしている。
9. 元気で健康であり、笑顔を心掛けた受け答えができる。
また、挨拶においても自らが率先して行え、来客者及び新人職員に対しても率先しておこなえる。
10. ヘルパーとしての道徳（特に虐待）や交通ルールが守れている。
11. 出勤日には事務所に来て、申し送り事項の把握やケース記録が書け、議事録の押印や持っていく書類も抜けがない。
12. 法人及び事業所の方針に対して不満なく従うことができる。
※方針に対して意見するのは、チーフの考課に入っています。
13. ネガティブな発言を慎んでいる。
14. 他職員や法人の良いところを見ることができる。
15. ヘルパーとしての資質を向上させようとする向上心がある。
16. 職場・利用者宅において傾聴を意識し実践している。
17. その場の雰囲気・空気が読める。
18. 協調性を意識し、チームワークが大切であることを理解して実践している。
19. 訪問介護という仕事を楽しみながら自ら取り組むことができる。
20. 事務所を楽しい場所と捉え、積極的に同僚とコミュニケーションを図っている。
21. 遅刻・欠勤・早退がほぼなく、体調管理・自己管理がおこなえている。



登録B

登録ではあるが、ベテランヘルパーの仲間入り。
利用者や事務所との関係も良好で、どのような利用者でもある程度支援でき、新人の同行もスムーズに行えるポジション。

以下は、登録Bに昇格する条件。

1. 行動援護減算対象外ヘルパーである。
2. 制度をヘルパーレベルで理解している。
3. 計画以外の算定ができる。
※試験あり。
4. 事務所との連絡及びやり取りが「常に」スムーズである。
5. 利用者の情報を常に的確にサ責に報告している。
6. 挨拶・笑顔が素敵である。（明るく元気よく、相手を気遣った対応をしている）
7. 不安・不満を相談する術を知っており、実践している。
8. 記録が正確にわかりやすく記入でき、誰が読んでも問題ない文章である。
9. ヘルパーが扱う書類（持っていく書類）を理解しており、利用者に説明できる。
10. 支援時間を利用者のニーズに合わせ有効活用できる。
11. たまにではあるが、事業所の行事（会議・研修会等）に参加している。
12. 同行にて正確に業務が伝えられる。
13. 傾聴の技術を有する。
14. 企業理念・価値基準とは何かを理解し、業務・事務所等にて実践している。
15. 利用者毎の距離感とは何かを理解し意識している。
16. 他ヘルパーのミスを気持ちよくフォローできる。
17. 人によって態度が変わらない。
どの職員とも同じように接することができる。
18. 介護保険・居宅介護（障害）・重度訪問介護・行動援護・同行援護・移動支援において好き嫌いなく、どの支援内容でも支援できる。
19. 出たシフトに対して、ある程度忠実に支援に入れている。
20. 自らが所有する機器を活用し、会社が業務で使用するSNSツール（ライン等）を利用できること。



登録A

一流の登録ヘルパー。
様々の事情により登録ではあるが、利用者・他社員からの信頼も厚く困難ケースにも
対応できているポジション。

以下は、登録Aに昇格する条件。

1. 3号研修を修了している。
2. 福祉関連の資格及び終了証（民間資格可）を初任者研修・3号研修以外で取得している。
3. 「失敗」や「うまくいかないこと」に対して原因を周りの人間及び状況のせいにすることなく、自らに振り替えることができる。
4. サ責からの情報提供依頼に的確に対応できる。
又、摩擦を恐れずに自らの意見が言える。
5. 介護の知識・技術を有する。
実際の訪問においてスペシャリストの項目が２つ以上ある。
（肢体不自由・精神・知的・視覚聴覚障害・児童・自閉症・移動支援・家事・こだわり・その他）
6. 同じ指摘を受けることがない。
7. どのような利用者に対しても、ある程度の満足度が与えられる。※利用者から断られない
8. ガッツがある！（少々の問題で支援を飛ばすことがない）
9. 困難ケースでも進んで支援に入ることができる。
10. 支援時の突発的な変化に余裕をもって臨機応変に対応できる。
利用者や保護者の連絡先等を把握し、事務所に頼ることなく柔軟な対応ができる。
11. どの利用者に対しても公平で、好き嫌いがない。
12. 利用者の心の声に耳が傾けられ、ニーズを把握し支援できる。
13. 契約量を増やした実績がある。
14. くだらない事でも、心から楽しく付き合おうと努力できる。
15. 距離感がうまく測れ、相手を「心地よく」できる。
16. どのような利用者でも尊重し、学ぶ姿勢がある。
17. 18時以降もしくは、8時以前の支援に週に1回以上年間を通して実際に入っている。
18. 事務所からの急な依頼に対して、対応したことがある。
19. 事業所の行事（会議・研修等）に概ね、2回に1度程度は参加している。
20. 利用者の理不尽な要求に対して「それも含め障害者である」と理解し、適切な対応が
できる。
登録S

「なんでこの人、凄腕やのに登録なん？」と思われるヘルパー。
限られた仕事の時間において責任感と情熱があり、登録にも関わらず
ある程度事務所の要望にも応えてくれる素敵な登録ヘルパー。

以下は、登録Sに昇格する条件。

1. 介護福祉士以上である。
2. 福祉関連の資格及び終了証（民間資格可）を介護福祉士・初任者研修・3号研修以外で2つ以上取得している。
3. この1年、3号研修以外の外部研修に行ったことがある。
4. 機動力がある。（51ｃｃ以上のバイクを使用している※新基準原付車両を除く）
5. 医学的な基礎知識及び技量（吸引・人口呼吸器の把握等）を有する。
6. 諦めない精神力がある。
7. 実際に困難ケースに入っている。
8. 実際に年間を通じて週に1回以上22時以降の支援に入っている。
9. 事務所の行事（会議・研修等）に概ね参加している。
10. 現場レベルの苦情が解決できる。
11. 事務所からの急な依頼に対して、できるだけ対応している。
12. 介護の知識・技術を有する。
実際の訪問においてスペシャリストの項目が3つ以上ある。
（肢体不自由・精神・知的・視覚聴覚障害・児童・自閉症・移動支援・家事・こだわり・その他）
13. この1年、利用者から断られていない。
14. 困難ケースの同行を成功に導いた実績がある。
15. 今までヘルパーを法人に紹介した実績がある。（採用・不採用関係なしで）
16. すべての利用者に対して満足が与えられる。
17. 笑いの重要性を理解し、適度な「ボケ」「ツッコミ」が行える。

